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株主の皆様へ

取締役社長

　株主の皆様には、平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上
げます。
　ここに、当社グループ第118期中間期（平成26年4月1日～
平成26年9月30日）のご報告を申し上げます。

　当中間期の経済状況は、海外では、米国経済が緩やかな成長
を維持しましたが、欧州は弱含みで推移し、中国やアセアンなど
新興国経済では、総じて減速懸念が広がりました。国内では、個
人消費などが消費税増税による反動の影響を受けるとともに、
輸出関連企業で円安による業績改善が進みました。しかし、エネ
ルギーや原材料の高騰による悪影響を受けた業界では、厳しい
状況が続きました。
　当社グループでは、中国やアセアン市場で自動車関連の設備
投資需要が鈍化し、国内では、復興関連の需要や設備稼働率の
向上に伴う投射材やメンテナンス部品などのアフターマーケット
需要によって下支えされました。
　このような情勢下、当中間期の受注高は44,149百万円（前
年同期比2.6％減）、売上高は42,273百万円（同3.4％増）、受
注残高は29,627百万円（同0.1％増）となりました。

　損益面につきましては、販売費及び一般管理費の増加の影響があり、営業利益は1,128百万円（同9.8％
減）となりました。経常利益は1,547百万円（同31.1％減）を計上し、純利益は900百万円（同33.9％減）と
なりました。
　
　当期の中間配当金につきましては、1株当たり7円とさせていただきました。また、期末配当金を1株当たり7
円として、年間配当金は前期より1円増配の1株当たり14円を予定しております。

　当社グループの事業環境は、国内では、引き続きアフターマーケット需要が見込まれますが、円安によりデメ
リットを受けるお客様も多く、厳しい環境が続くものと思われます。海外では、新興国市場に需要の一服感はあ
りますが、成長に呼応した自動車関連業界等の設備投資需要が期待されます。
　このような状況の中、アジア市場をターゲットに技術移転の推進により現地対応力を強化するとともに、海外
現地拠点と協働して、設備の安定・安全稼働をサポートするアフターサービス事業を強化・拡充することで部品・ 
消耗品・改造・メンテナンスによる「細かく稼ぐ」ことを徹底いたします。加えて、各市場のニーズに適応した商品
開発を加速させ、設備・ソフト・改造・プロセスの提案を積極的に行い、売上の拡大と収益の確保に努めてまいり
ます。　

　これからも皆様のご期待に沿うべく全力を傾けてまいりますので、このうえとも倍旧のご支援ご指導を賜り
ますようお願い申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成26年12月
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■海外の主な製造・販売サービス拠点
─11ヶ国27拠点─
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新たな新東ブランドの構築
「世界中のお客様から選ばれ続ける新東ブランド」

「ONE GLOBAL SINTO」

“技術の差別化” ＋ “信頼のサポート”

シンボルマーク　   は「東」から昇る燃える太陽の炎で新東の行動力を表すとともに、「新」は挑戦、マークの１０本の　　は、
お客様と握手して一体となり、ともに発展していく姿を示しています。
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11月設立

うちBRICs
46.4%
79億円

海外売上高
171億円

全売上高422億円の
　　うち40.5％

地域別比率

ドイツ オーストリア

インド

インドネシア

中国 韓国

台湾 メキシコ

アメリカ

ブラジル

タイ

アメリカで表面処理受託加工会社を買収、
ドイツで特殊投射材製造会社に資本参加いたしました
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有機EL向け
精密計測装置

サーボシリンダ

■事業内容 　当社グループは、当社および子会社47社、関連会社5社で構成され、シェールガス掘削用途のサンドコー ティング設備を含めた鋳造装置、表面処理装置、投射材・研磨材、環境、搬送およびメカトロ関連等特機の設備装置の製造・販
売を主な内容として、グローバルに事業活動を展開しています。

　中・大型集塵機や工作機械向け小型汎用
集塵機が伸長するとともに、ＶＯＣガス浄化
装置の寄与があり、売上高は46億72百万
円(同25.0％増）となりました。
　営業利益は、3億57百万円（前年同期は
60百万円の損失）となりました。

　シザーリフト、福祉・医療向け段差解消機
が堅調に推移しましたが、コンベヤが低迷
するとともに、北米での自動車部品向け搬
送装置が伸び悩み、売上高は25億18百
万円 （同5.6％減）となりました。
　営業利益は、販管費を圧縮したことで、
23百万円（同35.3％増）となりました。 

　自動車部品生産設備向けサーボシリン
ダが堅調に推移しましたが、リサイクル向
け造粒装置の需要や、液晶パネル向けハ
ンドリングロボット、有機ＥＬ向け精密計測
装置の売上が低迷し、売上高は34億51
百万円（同6.4％減）となりました。
　営業損益は、2億37百万円の損失（前
年同期は34百万円の損失）となりました。

　国内のアフターマーケット需要とともに、中国で自動車関連向
け鋳造プラント等の需要がありましたが、自動車関連の設備投資
がアセアン市場で一服したことに加え、欧州市場で需要が低調に
推移したため、売上高は140億68百万円（前年同期比3.1％減）
となりました。 
　営業利益は、4億52百万円（同35.9％減）となりました。 

事業別業績

売上高 営業利益

14,511

705

売上高 営業利益

H25.9 H26.9

16,762

1,353
3,737

-60

売上高 営業利益

　復興需要を受けた鉄骨向けショットブラスト装置が好調に推移
し、国内市場やメキシコなどで自動車部品向けにショットピーニン
グマシンの販売が堅調でした。また、装置に使用する投射材は、国
内市場で設備稼働率の向上を受けて増加し、分野全体の売上高
は180億87百万円（同7.9％増）となりました。
 営業利益は、利益率が伸びず、11億91百万円（同11.9％減）と
なりました。

鋳造事業 表面処理事業 環境事業 搬送事業 特機事業
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車いす用段差解消機「段差らくーだ」

テーブルフード付き
小型集塵機廃水処理装置

中子造型機ＣＤＲＸ

ダミー
ダミー

ダミー
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構成比
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％
32.9

140億68百万円
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11億91百万円
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46億72百万円
（前年同期比25.0％増）

営業利益

3億57百万円
（前年同期比 ─）
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売上高

25億18百万円
（前年同期比5.6％減）

営業利益

23百万円
（前年同期比35.3％増）

売上高
構成比

％
8.1

売上高

34億51百万円
（前年同期比6.4％減）

営業利益

△2億37百万円
（前年同期比 ─）

ピーニング非破壊検査装置 排ガス浄化装置「デオサーモ」

パッケージタイプで
現地工事1日で据付け可能

エアレーション技術を応用し
高品質な中子造型を
可能にしました

表面処理後の評価を行う
技術として開発された
sightiaシリーズ

車いすの方の
外出をサポート
しています

Ｘ線応力測定装置
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連結損益計算書の概要 単位：百万円（未満切捨）

前年中間期
純利益

当年中間期
純利益

 営業外
損益の増減

現金及び現金同等物
の期首残高

現金及び現金同等物
の中間期末残高

平成26年4月1日～平成26年9月30日（前年中間期との増減）

前期
（平成26年3月31日現在）

当年中間期
（平成26年9月30日現在）

前期
（平成26年3月31日現在）

当年中間期
（平成26年9月30日現在）

平成26年4月1日～平成26年9月30日

POINT

POINT

POINT

0

1,000

500

1,500

2,000

2,500

3,000
（百万円）

1,363
 法人税等の

減少

△78
少数株主

利益の増加

 売上原価
の増加

△563
 販売費及び
一般管理費

の増加

△577 19
 特別損益の増減

295

1,384
売上高
の増加

△944

900

連結貸借対照表 単位：百万円（未満切捨）

連結キャッシュ・フロー計算書 単位：百万円（未満切捨）

売 上 高

営 業 利 益

経 常 利 益

純 利 益

1 株 当 た り 配 当 金

当年中間期

42,273百万円

1,128百万円

1,547百万円

900百万円

7円

40,889百万円

1,251百万円

2,247百万円

1,363百万円

6.5円

前年中間期 増　減

3.4％増

9.8％減

31.1％減

33.9％減

0.5円増配

財務ハイライト

 流動資産
68,595

 19,303

 15,157

 15,157

 固定資産
58,312

 流動資産
68,497

 固定資産
60,547

 資産合計
126,908

 営業活動による
キャッシュ・フロー

 投資活動による
キャッシュ・フロー

 財務活動による
キャッシュ・フロー

643

 △4,435

 △222

 現金及び
現金同等物に
係る換算差額
 △215

 新規連結子会社の現金及び
現金同等物の期首残高

 84

 資産合計
129,044

 負債
41,793

 純資産
85,114

 負債
42,094

 純資産
86,949

 負債・純資産合計
129,044

 負債・純資産合計
126,908

売上高は伸びましたが、売上原価や販売費及び一般管理費の増加もあり、営業利益は前年中間期比で
1億円減少しました。また、最終的な当中間期純利益は、法人税等の減少があったものの、営業外損益
の増減等により、同4億円の減少となりました。

有形固定資産や投資有価証券の
増加等により、当中間期末の資産
は前期末と比べ21億円増加し、
1,290億円となりました。負債は、
短期借入金の増加等により前期末
と比べ3億円増加し、420億円と
なりました。純資産合計は、前期末
と比べ18億円増加の869億円と
なりました。

営業活動によって得られた資金
は、税金等調整前当期純利益等に
より6億円となりました。これに投
資活動により支出した44億円、 
財務活動により支出した2億円、 
現金及び現金同等物に係る換算
差額の減少2億円、新規連結子会
社の現金及び現金同等物の期首
残高0.8億円等が加わり、現金及
び現金同等物の期末残高は、期首
に比べ41億円減少し151億円と
なりました。
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■ 商　　　号 　新東工業株式会社（英文名: Sintokogio, Ltd.） 
■ 本店所在地 　名古屋市中区錦一丁目11番11号　名古屋インターシティ10階
■ 設立年月日 　昭和9年10月2日
■ 資　本　金 　57億5,222万4,825円
■ 従　業　員 　1,673人〔連結3,956人〕（平成26年9月30日現在）

■ 役　　　員　 （平成26年9月30日現在）

■ 商　　　号　新東工業株式会社（英文名: Sintokogio, Ltd.） 
■ 本店所在地　名古屋市中区錦一丁目11番11号　名古屋インターシティ10階
■ 設立年月日　昭和9年10月2日
■ 資　本　金　57億5,222万4,825円
■ 従　業　員　1,680人〔連結3,789人〕（平成25年●月●日現在）
■ 役　　　員　（平成25年●月●日現在）
　 代表取締役会長 平　山　正　之
　 代表取締役副会長 武　田　祐次郎
　 代表取締役社長 永　井　　　淳

取締役 廣　藤　文　明
取締役 伊　澤　守　康 
取締役 新　家　昭　義 

■ 発行可能株式総数 230,476,000株

■ 発行済株式総数 56,554,009株

■ 株主総数 5,712名

■ 株主の所有者別状況

■ 大株主の状況（上位10名）

大株主名 持株数
（千株）

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）

2,289

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）

2,276

株式会社　三菱東京UFJ銀行

2,115

明治安田生命保険相互会社

2,103

株式会社　りそな銀行

公益財団法人　永井科学技術財団

1,668

クレディスイス セキュリティーズ ユーエスエーエルエルシー エスピーシーエル フォーイーエックスシーエル　

ノーザントラストカンパニー エイブイエフシーリ ノーザントラストガンジー アイリッシュクライアンツ

1,040

1,405

株式会社　みずほ銀行

新睦会持株会

1,001

981

ゴールドマンサックスインターナショナル 919

※当社は自己株式2,265千株を保有しておりますが、上記の大株主からは除いております。

株式の状況（平成26年9月30日現在）

海外法人
19.8%

自己株式　
4.0%

証券会社等
0.8%

個人その他
23.5%

金融機関
20.2%

国内法人
17.7%

投資信託
年金信託
14.0%

会社の概要 株主メモ

前期末

当年中間期末

海外法人
20.8%

自己株式　
4.0%

証券会社等
1.0%

個人その他
22.9%

金融機関
20.3%

国内法人
17.8%

投資信託
年金信託
13.2%

　 代表取締役会長 平　山　正　之 
　 代表取締役社長 永　井　　　淳
　 専務取締役
　 専務取締役

平　井　修　司

取締役 伊　澤　守　康
裏　辻　育　久

取締役 谷　口　八　束
取締役（社外） 小　澤　正　俊

取締役 高　橋　信　次

取締役 久　野　恒　靖

監査役（常勤） 岩　瀬　　　豊
監査役（常勤） 夏　目　俊　信
監査役（社外） 柴　田　稔　久
監査役（社外） 唐　木　康　正

事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで

定時株主総会 毎年6月

配当金受領株主確定日 期末配当金：3月31日
中間配当金：9月30日

単元株式数 100株

証券コード 6339

株主名簿管理人
三菱UFJ信託銀行株式会社

特別口座の口座管理機関

同連絡先 三菱UFJ信託銀行株式会社証券代行部
〒137-8081　東京都江東区東砂七丁目10番11号　0120-232-711（通話料無料）

上場証券取引所 東京証券取引所、名古屋証券取引所

公告の方法
電子公告（http://www.sinto.co.jp/ir/koukoku/index.html）

（ただし、電子公告によることが出来ない事故、その他のやむを得ない事由が生じた時には、
 日本経済新聞に公告いたします。）

株主名簿管理人である三菱UFJ信託銀行にお申出ください。 

様主株たれさ設開を座口別特めたい無が座口に社会券証、おな。いさだく出申おに社会券証るあの座口の様主株 
は、特別口座管理機関である三菱UFJ信託銀行にお申出ください。

未払配当金の支払いに関するお申出先

住所変更、単元未満株式の買取のお申出先
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